サヌカイト「発見」に見る科学のインフォーマルなネットワーク : ナウマンによる紹介からヴァインシェンクによる命名記載まで by 櫻井 文子
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7 そのため、例えばサヌカイトは 2007 年に「日本の地質百選」の No. 68 に、2016 年には日本地質学会に
より香川県の「県の石」に指定されている。日本の地質百選ポータルサイト（https://www.web-gis.jp/ 
geo100.html 最終閲覧日：2018 年 5 月 13 日）、日本地質学会「県の石リスト（確定版）」（http://web.archive.org/ 
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香川大学博物館で展示されているサヌカイトの標本が、そうした特徴を示すものの一例である。
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und geologischen Karten (Berlin, 1885), S. 42, エドムント・ナウマン（山下昇訳）「日本群島の構造と起源につい
て」、エドムント・ナウマン『日本地質の探求：ナウマン論文集』、（東海大学出版会、1996 年）192 頁。 
11 Weinschenk, ‘Beiträge’, S. 150-1. 
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よび火山岩研究 ナウマンの日本地質への貢献 1」『地質学雑誌』第 96 巻（1990 年）479-91 頁。 
13 山下「ナウマンの火山および火山岩研究」490 頁、日本地質学会「『県の石』：四国」（http://www.geosociety. 





html 最終閲覧日：2018 年 5 月 5 日）。 
16 日本語で刊行されたナウマンに関する研究は多い。たとえば前掲の山下「ナウマンの火山および火山岩
研究」や山下昇、キュッパース・アンドレアス N.「E. ナウマンの博士号取得について」『地質学雑誌』第
99 巻（1993 年）209-226 頁；今井功『黎明期の日本地質学』（ラテイス、1966 年）；上野益三『お雇い外国
人〈3〉自然科学』（鹿島研究書出版会、1968 年）；竹之内耕編『資料集・ナウマン博士データブック』（糸
魚川市教育委員会、2005 年）などが挙げられる。ドイツでのナウマンの知名度は低いため、ドイツ語で刊
行された研究は少ないが、その例としては I. Seibold und E. Seibold, ‘Neues aus dem Geologenarchiv (1992). 
Vier Deutsche in der Frühzeit der Geowissenschaften in Japan’, Geologische Rundschau 82 (1993): S. 601-3 などが
ある。 
― 12 ― 
ヘン大学哲学部第二部である17。後述するように、後にドイツで彼が主に研究の拠点としたの
もこのミュンヘン大学である。1874 年 12 月に学位を取得した後、1875 年 3 月より王立バイエ
ルン高等鉱山局地質部の助手に着任する。しかし、その数ヶ月後、ナウマンの博士課程時代の
指導教員のひとりであり、高等鉱山局の上司でもあったギュンベル（Wilhelm von Gümbel, 
1823-1898）18 より、当時東京開成学校の一部だった鉱山学校の教授への就任を打診された。こ
れを好機ととらえたナウマンは快諾し、1875 年 7 月 1 日に東京に向けて出発することになるの
である19。 












ンの進言は採択されることになり、ちょうど 1879 年 8 月に東京大学を満期解雇になった彼は、
                                                                 
17 哲学部第二部は現在の理学部に相当する。竹之内『資料集』6 頁。 
18 ギュンベルは高等鉱山局の主席地質学者を務めていたが、ミュンヘン大学の名誉教授号を 1863 年に授与
されている。August Rothpletz, ‘Gümbel, Wilhelm (von)’, in: Allgemeine Deutsche Biographie, herausgegeben von 
der Historischen Kommission bei der Bayerischen Akademie der Wisenschaften, Bd. 49 (1904), S. 623-7（オンライ
ン版：https://de.wikisource.org/wiki/ADB:Gümbel,_Wilhelm_von 最終閲覧日：2018 年 5 月 16 日）。 
19 日本行きの打診をされた時のことや、日本での経験については、ナウマンは以下の 1901 年の講演で回顧
している。Edmund Naumann, ‘Geologische Arbeiten in Japan, in der Türkei und in Mexiko. Vortrag, gehalten beim 
Jahresfeste der Senckenbergischen Naturforschenden Gesellschaft am 19. Mai 1901’, Bericht der Senckenbergischen 
Naturforschenden Gesellschaft in Frankfurt am Main (1901): S. 79-90. 
20 竹之内『資料集』10-1 頁 
21 鉱物学の旧称。 
22 上野『お雇い外国人〈3〉』139 頁；Connecticut Historical Society, ‘A guide to the Henry Smith Munroe Papers 
at the Connecticut Historical Society.’（https://chs.org/finding_aides/finding_aids/munrh1933.html 最終閲覧日：
2018 年 5 月 29 日）。 
23 竹ノ内『資料集』11 頁。 
24 Ibid. 
25 Naumann, ‘Geologische Arbeiten in Japan’, S. 81-1. ナウマンの教えを受けた学生の中には、後に東京大学の
教授となる地質学者の小藤文次郎（1856-1935）や巨智部忠承（1854-1927）が含まれる。竹之内『資料集』
11 頁。 
26 竹之内『資料集』16 頁。 
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地質調査所の設立準備のために、アメリカ経由でドイツに一時帰国する27。1880 年 6 月に再度
来日したナウマンは、雇用期間 4 年で新たな契約を結び、内務省地質課の所属となる28。1882
年に地質課が農商務省の直轄になり、地質調査所に昇格すると、ナウマンは技師長格として地
質調査の実質的な責任者となる29。以降、ナウマンは縮尺 40 万分の 1、20 万分の 1 の地質図を

























質課の誕生」『GSJ 地質ニュース』3（2014 年）372-7 頁。 
30 竹之内『資料集』18 頁. 
31 たとえば今井『黎明期』91-6 頁；上野『お雇い外国人〈3〉』145-54 頁。 
32 ナウマンが 1893 年に刊行した論文「フォッサマグナ」にも、サヌカイトに関するほぼ同様の記述が登場
する。Naumann, E., ‘Die Fossa magna’, in: Neue Beiträge zur Geologie und Geographie Japans, Ergänzungsheft Nr. 
108 zu Petermanns Geographische Mitteilungen (1893): S. 16-36（日本語訳：エドムント・ナウマン（山下昇訳）
「フォッサマグナ」、エドムント・ナウマン『日本地質の探求：ナウマン論文集』（東海大学出版会、1996
年）331-54 頁、サヌカイトに関する記述は 341 頁）。 























                                                                 
33 ナウマン「日本群島の構造と起源について」192 頁。括弧書き〔 〕で挿入されているのは訳者の山下
昇のコメント。句読点は本稿のスタイルに合わせて変更してある。 
34 四国については、ナウマンは 2 度、1883 年 10 月と 1884 年 4 月に地質調査のために訪れている。上記引
用では「最後の大旅行」と書かれていることから、試料がナウマンによって直接四国で採取された場合は、
1884 年の四国訪問の際に集められた可能性が高い。また、東京大学の学生が卒業論文を書く際には、ナウ
マンの指示で担当地域が振り分けられており、近畿地方の調査は、1882 年から 1883 年にかけて卒業した学
生が担当している。近畿地方産のサヌカイトについては、こうした調査旅行の際に学生が持ち帰ったもの
である可能性もある。今井功『黎明期』86-90 頁。 
35 竹之内『資料集』7 頁。 
36 Ibid.; ‘Naumann, Edmund, Geologe’, Walther Killy, Rudolf Vierhaus (Hrsg.), Deutsche Biographische 
Enzyklopädie (München: K. G. Saur, 1998), Bd. 7, S. 348. 




























                                                                 
38 1890 年、1893 年、1895 年、1897 年にナウマンは地質調査のため、長期間国外に滞在している。渡航先
はギリシャや小アジアなどである。Claus Priesner, ‘Naumann, Edmund’, in: Neue Deutsche Biographie 18 (1997), 
S. 767（オンライン版：http://www.deutsche-biographie.de/ pnd116899131.html 最終閲覧日：2018 年 5 月 15 日）。 
39 竹之内『資料集』6-8、97-8 頁。フランクフルトに移った後のナウマンの活動や研究業績については、ほ
とんど明らかになっていない。 
40 山下「ナウマンの火山および火山岩研究」490 頁；Edmund Naumann, ‘Die Vulkaninsel Ooshima und ihre 
jüngste Eruption,’ Zeitschrift der deutschen geologischen Gesellschaft 27 (1877): 364-91. 
41 たとえば今井『黎明期』76-99 頁。 
42 杭上住居とは、当時の人間が野生動物の襲撃から身を守るために水上にかまえた住居のことである。竹
之内『資料集』6 頁。なお、論文の原題は ‘Über die Fauna der Pfahlbauten im Starnberger See’である。山下「E. 
ナウマンの博士号取得について」209-26 頁。 
43 山下、キュッパース「E. ナウマンの博士号取得について」209-26 頁。 
44 ハビリタツィオン論文の原題は‘Die Erscheinungen des Erdmagnetismus in ihre Abhängigkeit vom Bau der 
Erdrinde’である。山田直利、矢島道子「E. ナウマン著『地磁気現象と地殻構造の関連性』抄訳」、『GSJ 地
質ニュース』4（2015 年）37-51 頁。 
























                                                                 
45 和田については注 29 を参照。 
46 竹之内『資料集』10-1 頁。 
47 シェンク（Carl August Schenk, 1838-ca. 1912）はドイツのシュトゥットガルト出身の鉱山技師である。今
井『黎明期』52-3 頁。 
48 竹之内『資料集』10-1 頁；和田維四郎『各府県金石試験記』（文部省、1875 年、1876 年）。 
49 ナウマン「日本群島の構造と起源について」、192 頁。 
50 山下伝吉はナウマンの東京大学時代の学生のひとりであり、卒業後は地質調査所に入った。竹之内『資
料集』11 頁；鈴木『和田』375 頁。 
51 横山又次郎は地質調査所でナウマンの教えを受けたひとりであり、後の東京大学教授である。竹之内『資
料集』10-1、17 頁。 
52 横山又次郎は、これを 1890 年に ‘Versteinerungen aus der japanischen Kreide,’ Palaeontographica 36 (1890): 
159-202 として発表しているが、これは日本人の研究者による最初の化石記載論文である。今井『黎明期』
97 頁。 
53 上野『お雇い外国人〈3〉』155-7 頁。 




















                                                                 




の岩石学における分析技術の変化については、W. E. Tröger, ‘Die Petrographie in Deutschland während der 
letzten hundert Jahre’, Zeitschrift der Deutschen Geologischen Gesellschaft 100 (1948): 129-57. 
55 Fritz A. Pfaffl, ‘Ernst Weinschenk (1865-1921) a pioneer of microscopy and petrography in Munich (Southern 
Germany). An explorer of sulfidic ores and graphite deposits in the Moldanubicum’, International Journal of Earth 
Sciences 98 (2009): p. 707. 
56 Ernst Weinschenk, Grundzüge der Gesteinskunde. I. Teil: Allgemeine Gesteinskunde als Grundlage der Geologie 
(Freiburg im Breisgau, 1902); Ernst Weinschenk, Petrographisches Vademekum. Ein Hilfsbuch für Geologen 
(Freiburg im Breisgau, 1907) など。Tröger, ‘Die Petrographie’, S. 134-5 は、当時広く使用された教科書の著者
のひとりとして、ヴァインシェンクの名前を挙げている。 
57 Fritz Pfaffl, ‘Ernst Weinschenk (1865-1921) der Erforscher des Bodenmaiser Silberberges und der 
Graphitlagerstätten bei Passau’, Der Bayerische Wald 25 (1991): S. 24; Pfaffl, ‘Weinschenk (1865-1921) a pioneer’, 
pp. 707-14. ヴァインシェンクの死亡記事としては、Gustav Klemm, ‘Ernst Weinschenk’, Centralblatt für 
Mineralogie, Geologie, Paläontologie, Abteilung A (1925): S. 25-32 がある。 




されたと述べている。Klemm, ‘Weinschenk’, S. 25; Pfaffl, ‘Weinschenk (1865-1921) a pioneer’, p. 712. 


























                                                                 
60 Pfaffl, ‘Weinschenk (1865-1921) a pioneer’, p. 707. 
61 Klemm, ‘Weinschenk’, S. 25. 
62 Ibid.; Pfaffl, ‘Weinschenk (1865-1921) a pioneer’, p. 707; Pfaffl, ‘Weinschenk (1865-1921) der Erforscher’, S. 24. 
63 Pfaffl, ‘Weinschenk (1865-1921) a pioneer’, p. 710; Pfaffl, ‘Weinschenk (1865-1921) der Erforscher’, S. 24. 
64 ハビリタツィオン論文の原題は‘Über Serpentine aus den östlichen Zentralalpen und deren Kontaktbildungen’
である。Klemm, ‘Weinschenk’, S. 25. 
65 なお、1897 年にもミュンヘン工科大学で再び博士号を取得している。その際の学位論文は、バイエルン
とボヘミアの国境地帯にあったグラファイト鉱床を調査したものである。Ibid.  
66 Ibid.; Pfaffl, ‘Weinschenk (1865-1921) a pioneer’, p. 713. 
67 ‘Naumann’, Deutsche Biographische Enzyklopädie, S. 348. 
68 Priesner, ‘Naumann’, S. 767. 
























                                                                 
69 Weinschenk, ‘Beiträge’, S. 133. 
70 Georg Menzer, ‘Groth, Paul von’, in: Neue Deutsche Biographie 7 (1966), S. 167（オンライン版：
http://www.deutsche-biographie.de/ pnd118719009.html 最終閲覧日：2018 年 5 月 15 日）。 
71 おおよそ 1895 年から 1922 年にかけて書かれた書簡が所蔵されている。Bayerische Staatsbibliothek 
München, Grothiana X. 
72 書簡では常にグロートを「親愛なる友人へ」と呼びかけており、グロートもナウマンの娘ヒルデが結婚
した際に贈り物を進呈するなど、親交があったことがわかる。Edmund Naumann, an Paul von Groth, 20. Juni 
1922, Bayerische Staatsbibliothek München, Grothiana X, Blatt 24, 24a. 
73 ヴァインシェンクが 1921 年に亡くなるまで親交は続いた。Pfaffl, ‘Weinschenk (1865-1921) a pioneer’, p. 
712. 
74 ヴァインシェンクの没年にグロート宛に書かれた書簡は、ヴァインシェンクの遺族が書いたものであり、
グロートのお悔やみへの礼を伝えるものである。Bayerische Staatsbibliothek München, Grothiana X (Weinschenk, 
E.), Blatt 36.  
75 Pfaffl, ‘Ernst Weinschenk (1865-1921) a pioneer’, p. 710. 












試料を旅先には持参せず、グライフスヴァルトに置いたままだったようであり、1889 年 3 月 20
日にパリで書かれた書簡では、次の学期はグライフスヴァルトでナウマンの試料の研究に専念
するとグロートに約束している78。研究を再開したという連絡は、翌 1889 年 5 月 30 日の書簡











                                                                 
76  Ernst Weinschenk an Paul von Groth, Greifswald, 14. Sept. 1888, Bayerische Staatsbibliothek München, 
Grothiana X (Weinschenk, E.), Blatt 1. 
77 顕微鏡で分析するための薄片作成の下準備と考えられる。 
78 Ernst Weinschenk an Paul von Groth, Paris, 20. März 1889, Bayerische Staatsbibliothek München, Grothiana X 
(Weinschenk, E.), Blatt 3. 
79 Ernst Weinschenk an Paul von Groth, Greifswald, 30. Mai 1889, Bayerische Staatsbibliothek München, Grothiana 
X (Weinschenk, E.), Blatt 9. 
80 こうした試料のおざなりな管理にも、ナウマンの記載岩石学への関心の欠如があらわれていると言える
だろう。 
81  Ernst Weinschenk an Paul von Groth, Greifswald, 14. Sept. 1888, Bayerische Staatsbibliothek München, 
Grothiana X (Weinschenk, E.), Blatt 1. 




























                                                                 
82 Weinschenk an Groth, Greifswald, 14. Sept. 1888. 
83 Ibid. 
84 Weinschenk an Groth, Paris, 20. März 1889. 
85 Weinschenk an Groth, Greifswald, 30. Mai 1889. 
86 ヴァインシェンクは他の論文では、試料の採取地点について詳細に記述している。たとえば H. P. Cushing 
und E. Weinschenk, Zur genauen Kenntnis der Phonolithe des Hegaus (Wien, 1892). 
87 Weinschenk, ‘Beiträge’, S. 148. 地名については、特定が難しいものはカタカナで表記した。 
88 Weinschenk, ‘Beiträge’, S. 134. 






















                                                                 
89 Weinschenk an Groth, Greifswald, 30. Mai 1889. 小藤が 1884 年にロンドン地質学会誌で発表した論文では、
実際に関東地方の火成岩（安山岩や玄武岩など）が顕微鏡を使用して詳細に分析され、記載されている。
矢島道子「小藤文次郎−日本の地質学・岩石学の父」『地球科学』61（2007 年）56 頁；Bunjiro Koto, ‘Studies 
on some Japanese rocks’, Quarterly Journal of the Geological Society London 159 (1884): 431-57. 
90 Weinschenk an Groth, Greifswald, 30 Mai 1889. 
91 Ernst Weinschenk an Paul von Groth, o.O., 12. Dez. 1889, Bayerische Staatsbibliothek München, Grothiana X 
(Weinschenk, E.), Blatt 17. 
92 Ernst Weinschenk an Paul von Groth, o.O., 15. März 1890, Bayerische Staatsbibliothek München, Grothiana X 
(Weinschenk, E.), Blatt 19. 
93 Weinschenk, ‘Beiträge’, S. 148. ホルンフェルスは泥質堆積岩が熱変成を受けて生成される黒色緻密な変
成岩である。巽『安山岩』20-3 頁。 
94 Weinschenk, ‘Beiträge’, S. 148；巽『安山岩』20-3 頁。 
95 現在では斜方輝石の分析は偏光顕微鏡を使用して行われる。ヴァインシェンクが分析を行った時期は、
それまで主流の分析方法だった化学分析から、次第に偏光顕微鏡を用いた分析に移行していった時代であ
る。岩石学研究のための偏光顕微鏡の使用は、ドイツ語圏では 1870 年代から本格化していった。Tröger, ‘Die 
Petrographie’, S. 130-6. 
96 0.67682g の試料を使用した分析結果は SiO2: 54.68%、Al2O3: 1.93%、FeO: 12.59%、MgO: 25.83%、CaO: 2.99%
の計 98.02%だったと述べられている。論文では具体的な分析方法は述べられていない。Weinschenk, 


























                                                                                                                                                                       
‘Beiträge’, S. 149. 
97 a 軸と b 軸は黄色味の強い黄土色、c 軸は緑色がかっていると述べられている。Ibid., S. 148. 
98 1774 年には 31 だった岩石の種類は、1830 年に 163、1866 年に 217、1898 年には 487 に増えた。火成岩
に限ってみても、1774 年は 10、1830 年は 48、1866 年は 97、1898 年は 242 だった。Georg Fischer, ‘Über die 
Entwicklung der Ideen in der Geologie und Petrographie im 19. Jahrhundert’, in: Wilhelm Treue und Kurt Mauel 
(Hrsg.), Naturwissenschaft, Technik und Wirtschaft im 19. Jahrhundert, 2. Teil (Göttingen, 1976), S. 812. 
99 Tröger, ‘Die Petrographie’, S. 131-5 
100 国際地質科学連合（IUGS）による分類法の見直しに至る経緯については M. J. Le Bas and A. L. Streckeisen, 
‘The IUGS Systematics of Igneous Rocks’, Journal of the Geological Society 148 (1991): 825-6 を参照。現行の分
類法については Subcommission on the Systematics of Igneous Rocks, Igneous Rocks, pp. 139-40 を参照。 
101 Subcommittee on Pyroxenes, ‘Nomenclature of Pyroxenes,’ pp. 143-56. 
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サヌカイトという岩石の特徴に関しては、ヴァインシェンクの分析結果が受け入れられたこと
である。1891 年に発表されてから 20 世紀後半に岩石名が廃棄されるまで、彼の研究は基本的
には否定されることなく、長期間に渡って参照され続けたのである102。 

















                                                                 
102 Subcommission on the Systematics of Igneous Rocks, Igneous Rocks, pp. 139-40 もヴァインシェンクの論文を
参照している。巽は、ヴァインシェンクが指摘したような特徴を厳密に持つ岩石の産出はまれであると述
べている。巽『安山岩』21 頁。 
103 ヴァインシェンク同様、ナウマンもドイツでは無名に近い。Seibold, ‘Neues aus dem Geologenarchiv’, S. 
602. 
104 たとえば Andreas Daum, Wissenschaftspopularisierung im 19. Jahrhundert. Bürgerliche Kultur, naturwissenschaftliche 
Bildung und die deutsche Öffentlichkeit, 1848-1914 (München, 1998); Ayako Sakurai, Science and Societies in Frankfurt am 
Main (Pittsburgh, 2013) を参照。どちらもそうした研究者のネットワークが制度化された組織である、自然科学結
社の活動に焦点を当てている。 
